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RED BOX JAPAN 

赤や黄色に綺麗に色づいた葉っぱも地面に落ちて、落ち葉となり、木の枝がだんだんとむき出
しになって、冬の景色に移り変わってきましたね。お家でもこたつやストーブが出てきたり、本格的
な冬に向けて準備が整ってきていると思います。長い２学期も終盤に差し掛かり、蓄積された疲
れに加え、季節の変わり目ということもあり、心身共に体調を崩す人がちらほら出てきているよう
に感じます。
そろそろ期末試験も近づいてきています。自分の心と体と上手に向き合いながら、頑張る時と
休憩する時のメリハリ意識してあと1か月、走りぬきましょう！

マスク で肌トラブル
コロナの影響で、マスクをつける生活が当たり前になりました。
その影響で肌トラブルが続出…

●赤み ●かぶれ ●ニキビ ● 乾癬

マスクをつけたり外したりするときの摩擦や、マスク内がムレてア
クネ菌が増殖してしまうことが原因だと考えられています。
これからの寒い季節、気になるのが乾燥。マスクを外した時に、内

側の湿度が一気に蒸発して肌の水分も失われやすくなります。
汗をかいたらこまめに拭いたり、帰宅したら洗顔をして肌の清潔を

保ちましょう。刺激の少ない保湿クリームや乳液もおすすめです！

今使っている歯ブラシ
の毛はどうなっています
か？開いた毛先はきちん
と歯に当たらず、汚れを
落とす力が弱まるだけで
はなく、歯茎を傷めてしま
うこともあります。
歯ブラシの使用目安は
だいたい１か月！歯ブラ
シは裏側から見て、毛先
が見えたら交換のサイン
です！
先日、コロナ禍の歯磨
きについて学びましたね。
きっちり対策しながらブ
ラッシングしましょう！

10月に RED BOX 
JAPAN から生理用品を寄
贈していただき、11月から
女子トイレに設置しました。
女子のみなさん、目につき
ましたか？箱の中には、4種
類のナプキンを入れていま
す。自分の経血量や肌に合
うものを自由に使用してくだ
さい。
ただし、使用した分を補充
するのは、みなさんです。トイ
レ掃除当番の生徒は、担当
箇所のトイレに設置してある
箱の中身を毎回確認し、
減っていれば（各種類６つ
ずつ入れています）補充し
に保健室へ箱ごと持って来
てください。
みんなで協力して、過ごし
やすい環境を作りましょう。

３年生へ
12月20日（月）に、姫路市香寺町にある
みさ助産院の前田美佐代先生をお招きし、
いのちの授業をしていただきます。
性や生について、専門の先生から正しい知識
を学び、自分の未来の選択に責任を持ち、自分
の人生を受け入れられるようになってほしいと
思います。
講師の先生に聞きたいことがあれば、当日直
接聞くのもよし。聞きにくいようであれば、事前
に富永まで教えてください。
思春期であり、これから社会に出ていくからこ
そ今学んでおくべき内容です。

穴 をふさいで

事故防止を！
イギリスの心理学者ジェームズ・リーズンが提唱した、
ヒューマンエラーから事故やトラブルに発展するモデル
のことを“スイスチーズモデル” と言います。
事故は単独で発生するわけではなく、複数の事象が
連鎖して発生するという考え方です。
事故やトラブルが想定される事象に対して、いくつか
の「防護壁（エラーを防ぐ要素）」を設けます。通常、こ
の防護壁を何枚も重ねて立てることによって事故を防
止します。しかし、これらの防護壁の脆弱な部分や連鎖
的なエラーといった「穴」を次々に通過してしまうと、事
故・トラブルに至ります。
何かが起こってから、「こうしておけばよかった…」とな
らないように、「〇〇になるかもしれない」と想定して、事
前に危険な穴を防いでおくようにしましょう。

９日（木） 13:00～１６：００

23日（木） 13:00～16:00

※23日は、教員の研修会があるため、
生徒相談時間が短くなる可能性があります。

先日の４８回生修学旅行
中に、すごく気になったイヤ
ホンの使い方。
移動中のみならず、朝食
会場や友達との会話中に
もイヤホンを耳につけてる
生徒が多く、びっくりしまし
た。
街中を歩いたり、自転車
に乗りながらのイヤホンは、
車のクラクション等に気づ
かず、事故に至ることもあ
ります。また、大きな音で音
楽を聴き続けると、突発性
難聴にもなります。
使い方、タイミング
を考えて使用するよ
うにしましょう。

寒さも厳しくなってきて、暖房を使い始めると、おろそかになり
がちなのが“換気”です。 コロナが流行して以来、常に言われ
続ける空気感染の問題。これはコロナに限ったことではなく、イ
ンフルエンザにも言えます。換気量が不足している場合や空気
の流れが好ましくない場合を、感染拡大しやすい状態といい、
クラスター発生の原因ともなります。
換気とは外気を室内に導入して、室内の空気を外に排出する
ことをさし、エアコンなどの冷暖房設備は室内の空気を循環さ
せますが、換気の機能はもっていません。つまり、これからの季
節も換気は避けられません。
換気をすることで入ってくる冷気と暖房で暖められた空気を
上手にコントロールし、冬を乗り切ることが大切です。
冬季の暖房使用時は、 常時1方向小さく開放 でＯＫ！！

内外の温度差を利用して、暖房で
温められた空気が軽くなることで生
じる温度差換気です。1方向の窓だ
け開けると外部風の影響を受けづら
く、安定した換気が得られます。
教室の窓を常時少し開けて、温度差
換気をしましょう！


